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要   旨：   
   目 的：   イタリア人被験者の食事習慣と生活様式を評価して、特に心臓血管系疾患の

一次予防に関する栄養の指針および勧告の妥当性に関して現在のデータを提

出し、そして脂質組成とホモシステイン値に対する食事習慣の影響を評価する

こと。 
 
   計 画：  横断研究。 
 

設 定：  住民に基づく研究。 
 

      被験者：  イタリアのフィレンツェ地域に住んでいる健常被験者 520人(男性 211人、
女性 309人)で平均年齢 46歳のサンプル。 

 
   介 入：  半定量食事アンケートを通じて、食事パターンを訓練された栄養士が評価し

た。脂質組成、ホモシステイン、血中ビタミンの評価のため空腹時に採血した。 
 

結 果：  約 70%の被験者で総脂肪の寄与は 30%を超え、対象者の少なくとも 40%で
飽和脂肪酸摂取が勧告の値を超えた。その上、ほぼ全ての住民(99.6%)が多価
不飽和脂肪酸の低い摂取量を報告した。 

      総コレステロールの高い値が住民の 40%超にあったが、LDLコレステロー
ルの異常値は約 30%であった。ホモシステインの高い値が住民の 11.7%に認め
られた。 

      極端に高い比率の被験者が〔葉酸(89%)、ビタミンB6(70.1%)およびビタミ
ンE(99.6%)〕ビタミンの低い摂取量を報告した。ビタミンB12と葉酸の血中
値、およびアルコールとビタミンCの摂取は、多重線形回帰モデルで血漿ホモ
システイン値と単独で関連した。         

 
結 論：  典型的な地中海のある国では、特に総脂肪、飽和脂肪酸、多価不飽和脂肪酸

およびビタミンの摂取に関して、地中海食事の主要部に従っていない。 
 


